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 （続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 著者は、術後痛および神経障害性疼痛病態形成に関与する各炎症性細胞の時空
間的な役割として、損傷早期の疼痛の惹起には損傷部位やDRGに浸潤する炎症性
細胞が寄与するが、損傷組織の修復にも関与することを明らかにした。また、脊
髄内グリア細胞の活性化や引き続き脊髄内浸潤する末梢炎症性細胞が痛みの慢性
化に関与することを明らかにし、治療標的となるTRPM2の役割と細胞種を同定し
た。これらの知見は、臨床上問題となる術後痛や神経障害性疼痛の創薬に繋がる
ことが期待される。 
 
 よって、本論文は博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２９年２月１７日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当分の間当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとするこ
とを認める。 
 
 
 
